
8Kリニア編集(File to File)　コンセプト展示

8Kカメラや8Kレコーダ、8K編集機が市場に出始め、8Kで制作したコンテンツを目にする機会が
増えてきました。昨年の夏から8Kの試験放送が始まり、リオデジャネイロ五輪のパブリックビュー
も行われており8Kがより身近なものになてきました。
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8Kカメラと8Kレコーダは小型化され、スタジオ撮影やロケ撮影が8Kで行われる
ようになってきました。

ただし、
8Kノンリニア編集においては、8Kデータの容量が大きいこと、各種I/Fと
メディアの転送レートに課題を残しており、ファイルの転送やレンダリング
にまだまだ時間がかかります。

報道や情報番組では新鮮な話題を提供する必要があり、その編集時間に追わ
れるシーンが多々あります。

我々アストロデザインでも、8Kのファイルベースワークフローを構築しており、
8K編集機のスペックが向上したおかげもあり、一昔前と比べると飛躍的に編集
環境が向上しています。

そこで
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